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営業外費用及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

当社は、2026 年９月期第２四半期会計期間において、下記の通り、営業外費用及び特別損失を計

上いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 営業外費用（為替損失）の発生 

外国為替相場の変動に伴い、2026 年 9 月期第１四半期(2025 年 10 月１日～2025 年 12 月 31

日)に為替差損 12百万円を営業外費用として計上しておりました。 

2026年 9月期第２四半期(2026年 1月 1日～2026年３月 31日)においては、為替差損８百万

円を計上しました。 

 これにより、2026 年 9 月期第 2 四半期累計期間(2025 年 10 月 1 日～2026 年 3 月 31 日)の為

替損失は 20百万円となりました。 

 

２． 投資事業組合管理費 

当社海外子会社が運営する投資ファンドの管理費として、2026 年 9 月期第１四半期(2025 年

10 月１日～2025 年 12 月 31 日)に投資事業組合管理費 14 百万円を営業外費用として計上して

おりました。2026 年 9 月期第２四半期(2026 年 1 月 1 日～2026 年３月 31 日)においては、投

資事業組合管理費 11 百万円を計上しました。 
これにより、2026 年 9 月期第 2 四半期累計期間(2025 年 10 月 1 日～2026 年 3 月 31 日)の投

資事業組合管理費は 25 百万円となりました。 
 

３． 特別損失（特別退職金）の計上について 
 当社米国連結子会社等における退職者に対して発生した特別退職金として、2026 年 9 月期第

１四半期(2025 年 10 月１日～2025 年 12 月 31 日)に 35 百万円を特別損失として計上しており

ました。本件は、2026 年２月 13 日付「営業外収益及び特別損失計上に関するお知らせ」にて

公表しています。 
2026 年 9 月期第２四半期(2026 年 1 月 1 日～2026 年３月 31 日)においては、特別退職金 18

百万円を計上しました。 
これにより、2026 年 9 月期第 2 四半期累計期間(2025 年 10 月 1 日～2026 年 3 月 31 日)の特

別退職金は 53 百万円となりました。 
 
４．今後の見通し 

上記の営業外費用及び特別損失は、本日付にて公表の「2026 年９月期 第２四半期決算短信

〔日本基準〕（連結）」に反映しております。 
また、当該営業外費用及び特別損失の発生による当期の業績予想に与える影響は軽微です。 
 

以 上 


